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データシート

APR 010  Pool プロジェクト

Poolコンセプトに基づいたプロジェクト指向の構造を持つPoolプロジェクトは、ArtemiS SUITEの

中核機能です。プロセス全体を構成する各パートが整然とわかり易く表示され、簡単に操作できるつく

りになっています。
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概 要

Poolプロジェクトは、クリアな構造の5つのPoolで構成されていま

す。すべての時刻歴データと解析ツールはこれらのPoolにまとめら

れています。ユーザーはインタラクティブにプロジェクトを構成し、複

雑なタスクでもすべてを常に全体を俯瞰できます。

分析の為に、MarkをソースPoolでソート及び有効化できます。

必要なフィルター、解析ツール及び処理機能、統計手法はフィ

ルターPool、解析Pool、統計Poolで指定できます。結果を出

力する為の表示形式やエクスポート形式のオプションは、

Destination Poolで設定できます。

さらに、Mark の範囲を時間や参照量に基づいて設定する為の

Markエディタと、フィルタ処理された入力信号のインタラクティブ

解析の為のMarkアナライザが含まれています。

Poolプロジェクトにより、フィルタリング、処理、解析、統計やエクス

ポート操作の為の簡単かつインタラクティブな設定ができます。Pool

プロジェクトで利用されるすべての解析（150種類以上利用可

能）、フィルタリング、処理、統計及びエクスポート機能には、対応

するASPライセンスが必要です。

Poolプロジェクトは5つのPoolに分かれています：

›  ソース Pool：処理対象の時刻歴データを収集する為のPool

›  フィルター Pool：入力信号をフィルタ処理する為のPool

› 解析 Pool：入力信号の解析と処理の為のPool

› 統計 Pool：入力信号の統計処理の為の要素を選択する為

     のPool

› デスティネーションPool：データの表示又はエクスポートの為に

  個別に設定可能な様々な要素の中から1つを選択する為の

  Pool

› 結果プレビュー

以下の機能が含まれます：

› Mark アナライザー

› Mark エディター

› 様々な解析タスクに対応できるプロジェクト指向の構造により、

解析・処理ソリューションをダイナミック、柔軟かつ便利に個別

編集

› クロス積ロジックの原則に基づくデータ処理の利用

フィーチャーAPR 010
Pool プロジェクト
Code 50010

アプリケーション
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オプションAPR 010 または APR 000 に含まれないすべてのオプションは別途ライセンスが必要です。

データシート D50010jp1_内容が変更となることがあります。最終更新2023年6月



お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

要件： APR Framework (Code 50000) 
and/or:     HEAD システム統合& 拡張

(ASX) プログラムインタ―フェイス

APR 010 に含まれるもの

Markエディタは、時間または参照データに基づきMark範囲設定できる便利
なツールです。Poolプロジェクト内の時刻歴信号のコンテクストメニューから開
くことができます。

Markアナライザ：選択されたすべての解析ツールがそれぞれ縦または横に表
示されます。

Mark エディター

Markエディタは、時間または他の参照データ（アナログまたは

デジタルチャンネル）に基づいてMarkをカットできます。Mark

の範囲調整は、マウスで行うことも、数値で入力することもで

きます。Markエディタは、希望するRPM値に一致する正しい

Mark範囲を自動的に見つけ、信号内の異なるRPMランプ

間を簡単に切り替えることができます。

選択した制御チャンネルに基づいて複数のMarkを同時にカッ

トする為に、テーブルビューがそれぞれの範囲をバーグラフ表示

します。

空気伝搬信号だけでなく、同等のレベルの他の信号も再生

することが可能です。

Mark アナライザー

Markアナライザーは、Poolプロジェクト内の時刻歴データのイ

ンタラクティブな解析と再生が可能です。Markアナライザーは、

信号の再生と解析が同時に行える為、ユーザーの目と耳によ

る分析が可能です。

プロパティツールウィンドウを利用すると、Markアナライザーの

すべてのパラメーター、基礎となる解析結果のすべてのMark、

フィルター、解析パラメーターにアクセスできます。これらは読み

取りおよび編集が可能です。
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